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1．はじめに 
 ＰＣとインターネットの普及により，多くの人がメールや
チャットを日常的に利用するようになり，多様なニーズへ
の対応が必要となってきている[1]-[5]．例えば，伝えた
いけれど残ってしまうことは避けたいといった要求も生じ
ている[1]．そのようなニーズに対応するチャットシステム
として，チャットを行っている時は会話文を読むことが可
能だが，その会話を保存，または画面キャプチャできな
い you-me Chat（ユメチャット）を開発した． 

本稿では you-me Chat の実現方法とその評価実験
と結果について述べる． 
 

2．you-me Chat 
you-me Chat の目的は，通常のテキストベースのコピ

ーだけでなく，画面キャプチャによるチャット画面の記録
を妨げることである． 

2．1 実現方法 
実現方法のポイントは以下の二点である． 

(1) 入力された文字を Bitmap 形式に置き換えて描画
する．また文字としてのデータは送信しない． 

(2) チャット内容を複数の領域に分割し，各領域を，時
間をずらして描画する．画面を複数の領域に細分
化して描画することで，画面キャプチャをしても画面
の一部の情報しか表示されていないため，内容を
完全には保存できない．しかし，人間の目には残像
して残るため，判読可能である．図 1 にその方法を
示す． 

 

 

  

 

 
図 1．実現方法 

2．2 描画方法 
 描画方法としては，多種考えられるが，今回(a)走査
線横型，(b)走査線斜め型，(c)パッチ型の 3 種類を用い
た．図 2 にその方法を示す． 

１つの矩形（■）のサイズと，矩形の画面における占
有割合は変更可能であるため，表 1 に示すように占有
割合と矩形サイズの組み合わせを 10 パターン作成した．
矩形の占有割合は 60％～90％にした．これは，予備実
験を行った際，60％以下は静止画でも明らかに読め，
90％以上では画面上で明らかに読めなかったためであ
る．「読める」「読めない」は，フォントサイズと矩形のサイ
ズとの関係であると考え，今回，フォントサイズは 24 ポイ
ントに固定した． 
 
 

(a)走査線横型 

 

(b)走査線斜め型 

 

(c)パッチ型 

 
図 2．描画方法 

 
表 1．パターン一覧 

パターン番号 占有割合 矩形サイズ (a) (b) (c)

パターン 1 ６７％ ８×８  

パターン 2 ６７％ ２０×２０  

パターン 3 ８０％ ８×８  

パターン 4 ６０％ ４×４  

パターン 5 ６０％ １２×１２  

パターン 6 ８７％ ８×８  

パターン 7 ７３％ ４×４  

パターン 8 ７３％ ２９×２９  

パターン 9 ６０％ ８×８  

パターン 10 ６０％ １６×１６  
 

3．描画の方法の評価実験とその考察 
3．1 実験内容 

次の 3 つの実験を行った．実験に使用した 10 文字
は，意味の繋がりのない文字列を用いた． 
ⅰ） 画面上で，(a)走査線横型，(b)走査線斜め型，(c)

パッチ型の三つの描画方式を各々10 パターン見
てもらい，10 文字中，何文字読めるかを判定． 

ⅱ） (a)，(b)，(c)の三つの描画方式で直感的にどれを好
むかを選択． 

ⅲ） 画面キャプチャした静止画を，(a)，(b)，(c)の三つの
描画方式で各々10 パターン見てもらい，10 文字
中，何文字読めるかを判定． 

図 3 に実験システムの画面を示す． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3．実験システムの画面 
 

3. 2 実験結果 
被験者は和歌山大学システム工学部の学部 3 年生，

計 10 名である．ⅰ)，ⅱ)，ⅲ)の実験結果を表 2，表 3，
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表 4 にそれぞれ示す． 
 表 2，表 4 の値は可読率（％）を示す．全員が 10 文字
読めた場合 100％となり，誰も読めない場合は 0％とな
る． 
 

表 2．you-me Chat の画面上の可読率 
パターン 

番号 

(a)走査線

横型 

(b)走査線 

斜め型 

(c)パッチ型

パターン 1 

パターン 2 

パターン 3 

パターン 4 

パターン 5 

パターン 6 

パターン 7 

パターン 8 

パターン 9 

パターン 10 

100％ 

100％ 

68％ 

100％ 

70％ 

57％ 

95％ 

98％ 

95％ 

90％ 

100％ 

100％ 

85％ 

100％ 

70％ 

90％ 

98％ 

100％ 

100％ 

100％ 

100％ 

99％ 

70％ 

97％ 

100％ 

30％ 

90％ 

100％ 

99％ 

100％ 

 
表 3．描画方式の好み 

(a)走査線横型 5 人 

(b)走査線斜め型 3 人 

(c)パッチ型 2 人 

 
表 4．you-me Chat の静止画の可読率 

パターン 

番号 

(a)走査線 

横型 

(b)走査線 

斜め型 

(c)パッチ型

パターン 1 

パターン 2 

パターン 3 

パターン 4 

パターン 5 

パターン 6 

パターン 7 

パターン 8 

パターン 9 

パターン 10 

17％ 

20％ 

5％ 

30％ 

25％ 

7％ 

18％ 

40％ 

35％ 

38％ 

10％ 

13％ 

0％ 

20％ 

13％ 

0％ 

0％ 

30％ 

30％ 

15％ 

4％ 

15％ 

1％ 

5％ 

22％ 

0％ 

4％ 

10％ 

11％ 

26％ 

 

3. 3 考察 
 表 2 から，パターン 3，パターン 6 では可読率が落ち
ている．矩形の占有割合が 80％を超えているためと考
えられる．しかし，パターン 6 の(b)走査線斜め型では
90％となっており，描画方法と矩形の大きさを適切に組
み合わせれば，占有割合は多いままでも，可読率を高く
できる可能性がある． 
 表 3 から，走査線横型がもっとも好まれたことがわかる．  
 表 4 から，同じパターンの場合(a)走査線横型の可読
率が高く，(c)パッチ型が低いという傾向がある． 
 表 2，表 4 から，you-me Chat の画面上で文字をほぼ
全て読め（可読率 95％以上），画面キャプチャ時にほぼ
読めない（可読率 10％以下）ものは，パターン 1 の(b)と
(c)，パターン 4 の(c)，パターン 7 の(b)，パターン 8 の(c)
であり，本システムの目的をよく満たしている． 
 

4．ニーズ調査  
実験アンケートと同時にシステムのニーズ調査も行っ

た．質問文は下記である． 
「チャット中は会話文が読めるが，印刷や画面キャプ

チャから，通信内容を読み取れないようにできるチャット
システムがあれば使ってみたいですか？」 

結果を表 5 にまとめる． 
 

表 5．ニーズ調査の結果 
「使いたい」と答えた人（5 人） 

（理由） 

・保存させると困ることが言える． 

・相手方に自分の発言を保存される心配がない． 

・プライバシーが守られるから． 

・将来，秘密を誰かに打ち明けたり，仕事の面の話し合いで使っ

たりするときがくるかもしれないから． 

「使わない」と答えた人（5 人） 

（理由） 

・用途がわからない，わかれば使いたくなるかも． 

・発言がチャットでは使用されてもかまわないから． 

・チャットで保存するものはないと思います． 

・チャットなどでは，保存したい，したくないのような内容の会話を

しないように思う． 

その他の指摘 

（you-me Chat の描画方法について） 

・ チラチラして疲れる．（多数） 

・ ちらっと知らん人にみられても大丈夫． 

（you-me Chat への要望） 

・ 脇から人にみられても大丈夫なようにして欲しい． 

・ 画面の正面からしか見られないようなフィルタ効果をチャット画

面でできないか． 
 
 ニーズ調査の結果から，今すぐ使いたいというニーズ
は少ないようだが，将来的に使う時がくると感じている人
はいることがわかった．  
 
5．おわりに 

今回 you-me Chat を開発し，その実現方法と評価実
験について述べた． 

実験結果から，you-me Chat の画面上では読めるが，
画面キャプチャしても読めない範囲をある程度絞り込む
ことができた．今後は，さらに詳細に分析を進めるととも
に，意味のある文字列にした場合，静止画の可読率が
上がることに着目し，どの程度文字を認識できれば，文
を理解できるかについて調査し，最適な描画方法とパタ
ーンについて検討する．さらに画面上で「読める」という
ことだけでなく「読みやすさ」についての評価も行う． 

ニーズ調査をした結果，大学生にとって現時点での
ニーズは高くないものの，特定の相手に向けた発言は
他人にはあまり見られたくないという感情は持っているこ
とがわかった．また，データとして残ることよりも，チャット
中に覗かれたりすることが気になる人もいることがわかっ
た．今後，そのような状況における本方式の有効性につ
いても検討する． 
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